


















国次の記述の\/7)~(工）にあてはまる数値を求めなさい。解答は有効数字が 2桁にな

るように3桁目を四捨五入し，次の形式で解答用マ ー クシ ー トにマー クしなさ

ぃ。指数cが0の場合の符号pには＋をマー クしなさい。 (16点）

□ピ］
ビ］．口 10

↑ |
小数点 正負の符号

(1) 二酸化炭素，水，ならびにアセチレンの生成熱は，それぞれ以下の式のよう

に表される。

C(黒鉛）＋〇2(気） = CO2(気） + 394kJ

t 
恥（気）＋ー 02(気）＝恥〇（液）十286kJ2 

2C(黒鉛）＋恥（気）＝らHz(気）一227kJ

これらの式をもとに，アセチレンの燃焼熱は， ［三こ]kJ/molと計算され

る。

(2) 一定容積の容器に四酸化二窒素を入れて加熱し，一定温度に保ったところ，

一定の割合で解離して二酸化窒素が 生成し，圧力1 .0 X 105 Paで平衡状態に

到達した。この時四酸化二窒素の分圧は2. 5 X 104Paであった。この温度

における圧平衡定数はロコPaであり，最初に容器に入れた四酸化二窒

素のうち［三こ］％が 解離した。

(3) 2. 0 mol/Lの過酸化水素水 lOOmL に少量の酸化マンガン(N)を加えたとこ

ろ，過酸化水素が分解して，最初の2分間に酸素が4.0 X 10―2 mol発生し

た。反応開始から2分間の過酸化水素の平均分解速度は［口三二] mol/(L·s)

である。ただし，反応中の水溶液の体積は変化しないものとする。
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